
新 しい 「英 語 」 カ リキ ュ ラムの展 開(2)

　 　　　 －教養英語の完成に向けて－

　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　宮 田　　学

1.人 間科学科の英語カリキュラム

　人文社会学部は1999年4月 で開設4年 目を迎えた。これで1年 生から4年 生までの学部学生が

揃ったことになる。宮田は人間科学科(学 年定員50名)に 所属 し、教養教育科目の 「外国語(英

語)」 を担当している。学生たちは、[表1］ のようなカリキュラムに したがって 「英語」を学ぶ

ことになっているが、主な特色をまとめると以下のようになる。

(1)1年 次で4単 位、2年 次で4単 位、合計8単 位を必修としている。「応用英語」は3年 次学

　　生向けの選択科 目(通 年2単 位)で ある。

(2)必 修の8単 位をすべて半期科 目で用意 している。

(3)1年 次では小人数のクラス編成を実現するため、「コミュニケーション英語」ではクラスを

　　 3つ に分け、「英語 リフ レッシュ」ではクラスを2つ に分けている。

(4)「 コミュニケーション英語」は、英語を母語とする外国人教師が担当している。

[表1]　 英語カ リキ ュラム

1　 年　　次 2　　年　　次 3　 年　　次

前
　
　
　

期

コ ミュ ニケ ー シ ョン英 語Ⅰ

　 　 　 (ス ピー キ ン グ)

前

期

総合英語Ⅰ

　　 (リスニング)

通

年

応用英語

　 (英米文学)

英 語 リフ レッ シ ュⅠ

　 　 　 (ラ イ テ ィ ング)

総合英語Ⅱ

　 (リーデ ィング)

後
　
　
　

期

コ ミュニ ケ ー シ ョン英 語Ⅱ

　 　 　 (ス ピー キ ング)

後

期

総合英語Ⅲ

　 (ライティング)

英 語 リフ レ ッシ ュⅡ

　 　 　 (リ ーデ ィ ン グ)

総合英語Ⅳ

　　　 (時事英語)

　このようなカリキュラムの下で展開される授業の様子と成果を、宮田(1998)に おいて 「英語

リフレッシュⅠ」を対象にして報告した。また、学生たちの英語学習に対する意識や姿勢を分析

した結果を宮田(1999)で まとめた。本稿では、1年 次から2年 次にかけてのカリキュラム展開

を、宮田が担当している 「英語 リフレッシュⅡ」「総合英語Ⅰ」および 「総合英語Ⅲ」を中心に報

告してみたい。



2.「 英語 リフレッシュⅡ」の授業設計にあたって

　 「英語 リフレッシュ」は、日本語の不必要な介入を避けて、英文 レベルでの表現力(リ フレッ

シュⅠ)と 理解力(リ フレッシュⅡ)を 増すことを通 して、既習外国語である英語をブラッシュ

・アップする目的で設けられた科 目である。宮 田は、ライティング分野における指導の在 り方を

考えるにあたって、以下のように、英語学習の現状と問題点を指摘した[宮 田(1998:pp.21～

22)]が 、「コミュニケーション英語」や 「英語 リフレッシュ」 という科 目が設定されたのは、こ

れと同一の問題意識があったか らに他ならない。

　日本の英語教育の質にかかわ る多 くの問題は、結局のところ 「日本語⇔英語」の置き換えを軸

とした指導法 ・学習法に由来す る。英作文が長い間 「和文英訳」であった歴史は、この事実をみ

ごとに象徴 している。 日本人である以上、日本語を意識せざるを得ないという事情を認めたとし

ても、英語学習の場では日本語 と英語を一言一句置き換えるような方法から脱却すべきである。

　本来ならば、中学から高校へ、1年 生から3年 生へと学年が上がるにつれて英語で理解 し、表

現できる量が増えるはずである。 ところが、現実には、かえって中学生よりも高校生のほうが日

本語に頼る傾向が強い。「英文和訳」に偏 りがちな英文読解の授業、受験を強 く意識 した 「英文

法」の学習、さらには、英語 と日本語を一対一に対応させてやみ くもに暗記する 「語彙」の学習

など、日本語を介入させることによって、本来の英語学習が阻害されているのではなかろうか。

多 くの学生たちは、このような態度や傾向から抜け出せずに、高校時代の学習習慣をそのまま大

学にも持ち込もうとする。

　宮田は前任校において、こうした問題点を克服するための、新 しいタイプの授業づ くりを進め、

大学 レベルにおける望ましい英語学習の在 り方を提言した[宮 田(1994～96)]。 その際に宮田が

投げかけた疑問は、予習は必要か、語彙の指導が行われているか、全文和訳は必要か、書き言葉

に偏 っていないか、英語の使用量が少な くないか、教材研究に基づいた指導プランを用意してい

るか、学習心理を視野に入れているか、ということであった。そして、問題解決に至る筋道を、

〈過程の重視〉〈英語レベルでの理解 ・表現〉〈学習者中心〉とい う3つ のキーワー ドにまとめ

た。これ ら3つ の基本原則は、「英語 リフレヅシュⅡ」はもちろんのこと、「総合英語Ⅰ」や 「総

合英語Ⅲ」の授業設計にあたっての指導原理でもあると考えている。

3.「 英語 リフレッシュⅡ」の授業展開

　 前述のように、「英語 リフレッシュⅡ」は、英文 レベルでの理解力を増すことを 目的 としてい

る。 したがって、知らない単語が出て くるとす ぐに辞書で調べる、すべて日本語に訳さないとわ

からない、訳すことはできても筆者の真意を理解できていない、英語で書かれた物語を楽 しむ余

裕がない、そんな学生をな くすことができれば成功である。それを実現するためには、つぎのよ



うな授業タイプが考えられる。

A)語 彙 レベルが学生たちの実態に合ってお り、内容理解を測るための適切な練習問題が付いて

　 いるテキス トを用いて、日本語の介入を低 く抑えた授業を行 う。

B)1つ の物語を鑑賞するための補助教材を作成 し、それを活用 した読解の授業を行 う。

C)各 自の学力 レベルとペースに合わせて速読を行 う基礎訓練をした り、学生 自身が選んだ短編

　 小説などを多読する(個 別学習の形態を とる)。

これまでのところ、97年度にAタ イプ、96年 度および98年度にBタ イプの授業を実施してみたが、

今回はBタ イプの授業展開について報告 したい。

　 Bタ イプの読解演習の授業については、宮田(1994)に おいて詳 しく紹介した。「教材 との新鮮

な出会い」をね らって構想 した授業であるが、そのためには、予習を前提としない学習展開を保

障する材料 と方法が必要であった。そこで、録音テープまたはビデオのある文学作品を取 り上げ、

聞き取 りのための教材(=L教 材)と 読解のための教材(=R教 材)を 自作 して、半期または通

年で読み進んだのである。教材化にあたっては、以下のような基本方針を立てた。

ア.テ ープまたはビデオを用いた聞き取 り作業から始め、読解の作業に移る。

イ.読 解では、概要把握(Exercise　 A)と 詳 しい解釈(Exercise　 B)を 組み合わせる。

ウ.リ ーディングのためのさまざまなスキル(scanning,　 skimmingな ど)が 自然に習得できるよ

　 うな設問を与える。

エ.重 要と思われる英文に限って、日本語で意味を考えさせる。

オ.教 材との新鮮な出会いを実現するため、1回 分毎のプリントをそのつ ど配布する。

カ.予 習を前提 としない代わ りに、かならず宿題を課す。

キ.原 則 として、半期で1つ の作品を読み終えられるように計画する。

　教材化を手がけたのは当時4つ の作品であったが、その後5つ の作品が加わった。9作 品の う

ち2つ が ビデオ作品を利用 したものである。その うちの1つ(作 品Ⅰ)の 教材化にあたっては、

デ ィズニーが製作 したアニメーション映画の ビデオ版か ら、聴覚障害者用の英文字幕(closed

caption)を 利用 して、シナ リオを文字化 した ものを用いた。(この媒体変換に際 しては、本学部国

際文化学科の日木助教授の手をわずらわせた。)

　 また、現在教材化に着手している作品は、アメリカ合衆国大統領夫人のヒラリー ・クリン トン

自らが録音テープの吹き込みをして、第39回 グラミー賞に輝いた"It　Takes　A　Village"で 、唯一

の非文学作品である。 これは、新生児の発育と発達、幼児教育や家庭教育の問題、子供と社会環

境の問題などを論 じてお り、人間科学科の学生にとってふさわ しい教材である。このようなジャ

ンルの作品も今後、教材化の対象に加えたいと考えている。なお、[資料1]に 、これまでに完成

した9作 品の概要とともに、それらの教材 としての難易度をまとめておいたので、参考にしてい

ただきたい。



98年度は作品D“When　 the　Wind　Blows” に取 り組んだ。これは、イギリスの絵本作家 レイモ

ン ド・ブリッグズの同名絵本をビデオ化 したアニメーションである。登場人物のジェイムズとヒ

ルダという老夫婦のせ りふが絵本 とほぼ同一のため、教材を作る時には便利であった。登場人物

はこの二人だけで、ジェイムズの退職後に田舎で送っている静かな生活が、敵の核 ミサイル攻撃

によって一瞬の うちに破壊されるという物語である。原作を翻訳 した絵本が篠崎書林とあすなろ

書房か ら 『風が吹 くとき』というタイ トルで出版されている。作品のアニメーションは レーザー

ディスクに収められており、英語版 と日本語版の両方で楽 しめる。授業では、 レーザーデ ィスク

から英語版をビデオにダビングしたものを使用した。

　98年 は、インドの核開発に対抗してパキスタンも核実験を行 うという世界的な緊張があった時

で、核戦争の恐ろしさを描いたこの作品を授業に用いるのによいタイミングと思われた。学生た

ちは、ビデオによる音 と映像、そして文字化した教材という3つ のメディアを通 して、この作品

に取 り組んだのである。

　 ビデオ教材を用いた授業の利点の1つ は、 うまく聞き取れない部分を映像による情報によって

補えられるとい うところにある。ジェイムズとヒルダの会話はイギリス人がごく日常的に交わす

ものであるとはいえ、ときどき聞き慣れない表現が混 じっている。ジェイムズはよく言い間違え

ることがあり、それも聞き取 りを難しくしている。さらに、第二次世界大戦にかかわ った政治家

や軍人の名前、戦争用語など特殊な語彙が出てくる。そんな難しさが映像(し かもアニメーショ

ン)の 助けで、かな り減少したように思われる。

　 さて、授業は、毎回つぎのような手順で進めた。

1)前 回分の詳 しい読解演習

① 　R教 材を見ながらテープを聞く ②Exercise　 Bの 答 合 わ せ と解 説

2)ビ デオの鑑賞

①　前回分を再び視聴する ② 本時分を視聴する

③　本時分についてQ&A(日 本語による)

3)本 時分のL教 材の配布

①　 テープを3回 ほど聞いて空所を埋める ② 答合わせと自己採点

③　テープを再度聞いて、正解を耳で確認する ④ 解答用紙回収

4)本 時分のR教 材の配布

①　 各 自で 英 文 を 黙 読 し、Exercise　 Aに 取 り組 む ② 答合わせと解説

5)宿 題 の指 示:　 次 回 ま で にExercise　 Bを や って くる

　アニメーションは約80分 の作品であるが、宮田の判断で10章 に構成 し直 したので、1回 分は

7～10分 となった。学生たちは、前回分の学習が完了 した時点で、その部分のビデオをもう一度

見て、どの程度理解力が増したかを自分で確認することになる。それに続いて本時分を初めて見



て、理解度を試す質問に答える。 このQ&Aは 、物語の流れと要点を押さえることを第一に考え

て日本語で行った。例えば、物語の冒頭部分では以下のような発問をした(か っこ内は期待され

る答え)。

　 Q1　 おじいさんの名前は何 というのでしょうか?　 　　 [ジ ェイムズ]

　 Q2　 何才 くらいだ と思われますか?　 　　　　　　　　　　　　　　　[60～70才 くらい]

　 Q3　 どこからどうやって帰ってきましたか?　 　　　　 [図書館からバスで]

　 Q4　 家にはだれ と住んでいますか?　 　　　　　　　　 [奥 さんと二人で]

　 Q5　 ラジオを聞いて、どんなことがわか りましたか?　 [戦争にな りそ う]

　 Q6　 家の戸をはず したのは、何のためですか?　 　　　 [シ ェルターを作るため]

　五教材は、他の作品の場合と同様に、空所補充の問題を作 って書き取 りに取 り組ませたが、こ

の作品では、全体を対象とせずに一部のみを取 り上げた。他の作品と異なり、すでに ビデオを通

して一度聞いているということと、時間の節約を考えてのことである。

　 R教 材は、やは り概要把握のExercise　Aと 詳 しい解釈のためのExercise　Bで 構成したが、詳し

い解釈の際には、ジェイムズの言い間違いや人名、戦争用語についての注を盛 り込んだプリン ト

を作って配布した。また、10回 分の学習を終えた時点で、日本語の吹き替えによるビデオを2回

に分けて鑑賞した。

　このような授業を大学 レベルでの平均的な読解の授業 と比較 してみると、7つ の特徴にまとめ

ることができよう[表2]。

[表2] 授業の特徴

平均的な読解の授業 作品Dの 授業

・一 冊 の テ キ ス トを あ らか じめ入 手 ・そのつ ど1回 分の教材が配布される

・文字教材のみが一般的 ・映像+音 声+文 字　の教材構成

・予習を前提 としている ・予習の代わ りに宿題が課せられる

・聞き取 りを実施することが少ない ・ビデオの視聴と書き取 りを実施

・全文和訳を軸に授業が進む ・概要把握/重 点方式(一 部和訳)を 採用

・模範訳や解説を聞 く学習となる ・課題解決学習となる

・物語の途中で終わ りがち ・1つ の物語を読み終える



4.授 業を受けた学生たちの感想

　日本語版のビデオを見た後でアンケー トを実施し(回 答者26名)、 作品Dを 扱った授業につい

ての全般的な感想を求めたところ、92%に あたる24名 の学生が 「(とても)よ かった」と答えてく

れた。以下に、自由記述部分より、代表的な意見や要望を示 しておく。

・や りやすかったし、新鮮だった。ス トー リー性のある見やすいビデオだったし、映像が あるの

　は分か りやすい。

・今までのような、英語を勉強しているという感覚がなくて、物語を読み進み、それに英語が

　伴っているとい う感 じがした。次はどんなになるんだろうと、先を読むのが楽 しみだった。

・英文を読む(訳 す)と き、今までの授業では直訳することにこだわ りすぎていて、物語 として

　楽しめることが少なかったから。

・ビデオを見ることでヒアリングの勉強 ともなったし、ただだらだらと英文を読み、訳 していく

　のではな く、ポイン トを押さえていたので、要領がよかったと思 う。

・ビデオの内容はまあまあ面白かったけど、もうすこし次はどうなるのか、わくわ くするような

　 ものだ と、さらに興味がもてたと思 う。

・私の英語力が足 りないせいもあると思 うけど、教材が難 しかった。ジェームズが単語をまちが

　えていて、辞書を調べても意味がわからないときに困った。

・毎回物語は進んでいるけ ど、設問のパターンが毎回同 じで、途中で飽きてしまう。

5,「 総合英語」の授業設計

　 2年 次になると 「総合英語」の授業が始まり、[表1]に 示したように、前期に 「総合英語Ⅰ」

と 「総合英語Ⅱ」、後期に 「総合英語Ⅲ」と 「総合英語Ⅳ」 を学習するようになっている。このう

ち宮田が 「総合英語Ⅰ」(リ スニング分野)お よび 「総合英語Ⅲ」(ラ イティング分野)を 担当し

ている。

　 1年 次ともっとも違 う点は、クラスサイズが倍になるということである。つまり、人間科学科

全員(50名 前後)を 対象 とした授業になる。 リスニング分野や リーディング分野はまだしも、ラ

イティング分野でこの人数を教えるのは大変なことである。担当教師がまず考えなくてはならな

いのが、この点である。

　そこで、ライティング分野の学習を、年間を通 して行 うスピーチの活動と、後期に行 うエッセ

イ ・ライティングとに分けて実施することに した。学生たちはすでにライティングの基本を学習

しているはずなので、2年 次はその応用 ・発展段階と位置づけ、その第一課題 として、スピーチ

のための原稿を書 き、それをクラスメイ トの前で発表するという活動を設定するとともに、ライ

テ ィング分野での仕上げをする目的で、与えられたテーマについて、ある程度まとまった英文を

論理的に書 くという課題を設けることに したのである。

　 スピーチには毎回20分程度を割 り当てたので、残 りの1時 間ほどを前期は リスニング、後期は



ライティングに重点を置いて授業を組み立てた。それぞれの授業内容については、後述する。

6.ス ピーチの活動

　週1コ マの授業は年間で30回 前後となるが、毎学期2～3回 ほどは授業の導入やまとめ、さら

に期末テス トな どにとられるため、実質的な授業のためには25回程度 しか確保できない。50名 の

学生にスピーチさせるには、一回につき3名 位を予定しておかないと全員が終わらないかもしれ

ないので、前期第4回 目の授業から名簿順に3名 ずつ取 り組 ませることにした。この結果、97年

度、98年 度ともに後期の冬休み前にはスピーチ活動を完了することができた。

　スピーチのテーマは学生たちに自由に決めさせることにしたが、いわゆる “Speech　Contest”

のようになることを避けたいと思った。 ともすると演題が堅苦 しいものにな りがちで、聞 く側に

とってわか りづらい内容となる傾向がある。もちろん大学生なので、政治や経済の問題あるいは

社会問題を掘 り下げて自分の意見を述べることは、必要なことではある。 しか し、初めてスピー

チをするとい う学生がほとんどと予想されたし、最初から多 くを望んではいけない。なるべ く身

近で具体的な内容の話題で話 して欲 しい。そ うすれば、聞き手にも理解 しやすいものとなるであ

ろうし、それが全体として楽 しく有意義な活動につながる。

　そこで、初級 レベルでよく行われる “Show　and　Tell” というスピーチをさせることに決めた。

これは、人に見せられるような物(実 物、絵、写真など)を 教室に持ってきて、それをクラスメ

イ トに見せながら、それにまつわる話をするという活動である。 この活動であれば、話が抽象的

になった り、堅苦しい内容のスピーチになることは避けられるのである。

　前期2回 目の授業にて “Show　and　Tell”の紹介をしておき、3回 目の授業で教師自ら実例を

示すことにした。[資料2]は その時に配布 したプリントである。4回 目の授業からは、毎回3名

の学生に “Show　and　Tell”のスピーチを行ってもらった。1年 目の97年度は、初めての試みとい

うこともあって、学生たちがどんなスピーチをするのか心配 したが、いざ開始 してみると、心配

は楽 しみに変わ り、当番の学生が何を持って登場するのかを期待 して待つようになった。

　 自転車のサ ドルを持 ってくる者、フルー トを持ってきて演奏 してくれる者、珍 しい紅茶の葉を

持ってきて実際に紅茶を入れる者など、実にさまざまであったが、何 といっても一番驚いたのは、

熱帯魚であった。 自分の部屋で飼っている熱帯魚を、別の容器に移 し替えて大学まで運んできて

くれたのである。スピーチが終わった後、皆でひとしき り彼の熱帯魚を鑑賞したのは言 うまでも

ない。

　スピーチは3分 で終わるように時間制限を設けたが、教卓に砂時計を置き、時間の経過を目で

確かめられるようにした。スピーチ終了後、教師からスピーチの内容に関して英語で質問をした

が、3分 未満でスピーチを終わった学生には、その時間に相当する分だけ質問の数を多 くするよ

うに心がけた。学生は英語でその質問に答えなければならなか ったが、 このや りとりを通して、

疑問点や不明な点が明らかになるとともに、聞き手の学生たちには、スピーチの要点を確認する

のに役立 ったと思われる。



　学生たちは、スピーチのための原稿を教師に提出することを義務づけられた。教師は、授業中、

スピーチを聞きながら、発音/暗 唱度/印 象の3項 目について5段 階で評価するとともに、授業

後にスピーチ原稿を読んで、英文の量/質 の2項 目を評価した。このようにして、合計25点 分が、

後期の 「総合英語 皿」の評定に組み入れられた。

　後述する授業アンケー トにおいて、 “Show　and　Tell”についての感想を求めたところ、「(とて

も)よ かった」 とした学生は、97年度が回答者の65.9%、98年 度が63.2%で あった。その理由を

整理してみると、「初めての貴重な体験ができた」「人の発表を聞 くのが楽 しかった」「クラスメイ

トの新たな一面を発見 した」などの、スピーチ活動を支持する意見とともに、「スピーチ原稿を書

くのが難 しかった」「発表するときには緊張した」などの正直な告白が多 く見られた。 さらに、

「苦労しただけの効果があったか疑わしい」というような指摘もあった。以下に、主な感想や意

見を拾い出してお く。

・自分の考えを英語で話すことは初めてのことだった。難しかったが、いい経験だったと思 う。

・原稿を考えるのも大変だった し、発表するのも緊張 したので、難しかったと感じた。

・自分がやるのはけっこう重荷だったが、クラスの友達の意外な面やためになる話が聞けて楽 し

　かった。

・皆、いろいろと演出をこっていて、見る方が面白かった。

・スピーチをもっとやってほ しい。1回 目は慣れなくてダメだった人でも、2回 目はきっと上手

　にやれ るはず。その方が自信 もつ くと思う。

・3分 にしなくて も、 しゃべるのが速い人も遅い人もいるので、いいと思います。

・みんなが積極的に質問するようにする。

・スピーチは、聞いている分にはいいのだけれど、自分の番のときは大変苦労し、そのわ りには、

　その日の夕方には覚えたことを忘れて しまったので、あま りためにならなかったと思う。

・スピーチは良いのかわか らない。 自分の力量でしか出来ないし、事前にア ドバイスがないので

　は、発展材料(能 力の)に ならないから、あまりよいとは思えない。

・自分の番が終わってしまうと、他の人のス ピーチを聞 くのが面倒になってしまった。

7.「 総合英語Ⅰ」の授業展開

　英語を聞き取る力は、話全体の要 旨を理解する力 と、話された語句を正確に把握する力とが備

わって、はじめて完全なものになる。また、 日本人が概 して リスニングに弱いのは、自然に話さ

れた場合のスピー ドについてゆけないからであると言われている。「総合英語1」 では、この 「自

然なスピー ド」にいかにして慣れるかという処方せんを用意 して、学生たちのリスニング力を レ

ベルアップすることを目標とした。

　 97年度は、音の変化のメカニズムに焦点を合わせたテキス ト(“Listening　 to　Natural　Eng-

lish”)を 用いた リスニング演習とラジオ ドラマの鑑賞を行い、98年度は、短編の物語を聞き取る



ための練習問題が工夫されたテキス ト(“The　 Storyteller”)を 用いて リスニング演習を行った。

97年度の授業では、毎回、つぎのような手順で進めた。

　 1)英 語の歌 “Enjoy　Pop　Songs”(2回 で1曲 終了)

　　 ① 歌詞の聞き取 り、または歌手の紹介文の聞き取 り問題 　 ② 歌を歌 う

　 2)小 テス ト(前 回分の復習を兼ねた書き取 り問題)

　 3)ス ピーチ “Show　&　Tell”　 (3人)

　 4)前 回分のポイン トを含む文の音読チェック(指 名された学生)

　 5)会 話の聞き取 り

　　 ① テープを聞いて、概要を把握する 　 　 ② 日本語によるQ&A

　　 ③ テキス トを見ながらテープを聞 く 　 　 ④ ポイントを含む文の音読練習

　 6)書 き取 り練習

　　 ① テープを3回 ほど聞いて空所を埋める 　 ② 答合わせと自己採点

　　 ③ テープを再度聞いて、正解を耳で確認する

　 7)ラ ジオ ドラマの鑑賞

　　 ① 前回分をテープで再び聞く 　 　 　 　② 読解問題の答合わせ

　　 ③ イラス トを見ながら、本時分を聞 く 　 　④ 概要把握の設問に答える

　　 ⑤ スクリプ トを見ながら、テープを聞 く

　 8)宿 題の指示:　 ポイン トを含む文の音読練習/読 解問題を解 く

　 自分で発音できない音を識別するのは困難を伴 うが、発音できるようになると聞き分けられる

ようになる。会話の概要を把握した後で、学習のポイン トとなる音の変化に着 目して音読練習を

行ったのは、このためである。 ラジオ ドラマは飛行機墜落事故の謎を解き明かす ミステリー物で、

まず概要把握を行ってから、スクリプ トによって個々の英文を目で確かめるという手法を採用 し

た。話 された語句を正確に把握するための作業も必要 と考えたからである。

　 98年度のテキス トでは、語彙の学習、物語の予測、物語に出てくる語句を類似の語句と聞き分

ける問題(英 音の識別 ドリル)、物語の聞き取 り(要 点把握)の 順で学習を進めるようになってい

たが、やはり、宮田の判断で、スクリプトを見ながら空所を補 う書き取 りの作業を組み込んだ。

8.リ スニング力の測定

　 「総合英語1」 の第一回目(4月 中旬)と 最後の授業(夏 休み明けの9月 中旬)で 同一の聴解

力テス トを実施し、 リスニング演習の効果が どの程度あったかを測定 してみた。これは、中学～

高校程度の各種聞き取 り問題か ら宮田が選び出 して作成したもので、母音 ・子音の識別、弱音の

識別、文単位の識別、文法 ・語彙力、会話構成力、文単位の意味理解、会話の文脈(背 景)理 解、

話の要点把握および話の概要把握 とい う9分 野[順 に表3～4のA～Iに 相当]で 構成した。



このテス ト結果の平均点を年度別、分野別に示すと、[表3～4]の ようになる。(総合点は、

Iの 分野を2倍 して100点 満点に してある)

[表3]　 97年 度聴解 力テス ト結果

分　野 A B C D E F G H I 総合点

事　前

事 後

7.34

7.68

3.28

4.44

4.93

5.06

6.77

7.56

6.00

6.92

2.93

3.52

6.65

6.92

7.18

7.60

5.79

6.32

56.71

62.34

[表4]　 98年 度聴解力テ ス ト結果

分　野 A B C D E F G R I 総合点

事　前

事 後

7.69

7.90

4.45

4.78

5.14

6.19

7.24

8.11

6.71

7.52

3.43

4.23

7.22

7.78

6.78

8.19

6.31

6.76

61.29

68.27

　 この 結 果 か ら、 リス ニ ン グ演 習 の効 果 が あ った と判 断 され る が、 さ らに 分 野 別 に 分析 してみ る

と、 各 年 度 で 比 重 を置 いた 学 習 の成 果 が反 映 され て い る こ とがわ か る。 つ ま り、97年 度 で は、B、

D、E、 と りわ けBの 分 野 で の伸 び が著 しい。一 方 、98年 度 で は、　C、　D、　E、　F、　H、 と りわ

けHの 分 野 で 著 し く向上 して い る。Bは 「弱 音 の識 別 」、　Hは 「話 の要 点 把 握 」で あ り、それ ぞ れ

の年 度 で 重 点 的 に行 った 「音 の変 化 の メ カ ニズ ム」、 「短 編 の聞 き取 り」 の成 果 が これ ら の分 野 に

顕 著 に 現 れ た と考 え られ る の で あ る。

9.「 総 合 英 語Ⅲ 」 の 授業 展 開

　 97年 度 は 、NHKの 衛 星放 送 を 素 材 に編 集 され た ビデ オ 教材(“Japan　 Update”)を 用 い て リ

ス ニ ン グ と ライ テ ィ ング の学 習 を 行 い 、98年 度 は 、 文 化 比 較 を 扱 っ た テ キ ス ト(“The　 New

Cross-Cultural　 Communication”)を 用 い て、 日本 の 文 化 や 社 会 を 英 語 で 紹 介 す る た め の ラ イ

テ ィン グ活 動 を 行 った。98年 度 の場 合 、 毎 回 、次 ペ ー ジ の よ うな 手 順 で授 業 を進 めた 。

　 使 用 した テ キ ス トには 、 日本 人 の家 族 を 中心 に、 父 親 の知 人 の ア メ リカ人 夫 妻 、 娘 の大 学 の 留

学 生 た ち が 登場 し、 日本 の社 会 や 文 化 を 彼 らの立 場 か ら眺 め た 内容 を 会話 の形 で示 して あ る。 練

習問 題 の “Common　 Questions” で は 、 日本社 会や 文 化 に 関わ る基 本 的 な質 問 が集 め られ 、 そ れ

に答 え る こ とを通 して、 英 語 で 日本 を 紹 介 す る練 習 が で き る よ うに な って い る。 これ を 宿題 と し

て課 した の で あ る。

　 提 出 され た答 え の中 か ら適 当 な も のを 選 び 出 し、 そ れ を 添 削 した結 果 を 印刷 して 解 答 例 の プ リ

ン トを作 成 した。1回 に つ き10名 前 後 の 学 生 が添 削 の 対 象 とな った が、 な るべ く番 号順 に選 び 、

5回 ほ どで全 員 の英 作 文 を 取 り上 げ る よ うに配 慮 した 。



　 1)ス ピ ーチ “Show　 &　Tell”　 (3人)

　 2)宿 題 の提 出

　 3)小 テ ス ト(前 々 回 の会 話 文 を用 いた 書 き取 り問題)

　 4)Comprehension(会 話 の背 景 に 関 す る説 明文)

　 　 ① テ キ ス トを見 な が ら テ ー プを 聞 く 　 ② 教 師 に よる補 足/コ メ ン ト

　 5)Idioms　 &　Expressions(重 要 表 現 の学 習)

　 　 ① 指 名 され た 学 生 に よ る音 読 　 　 ② ポ イ ン トの確 認

　 6)Conversations(会 話 の聞 き取 り)

　 　 ① テ キ ス トを 見 な が らテ ー プを通 して 聞 く

　 　 ②Conversation　 Stopper(ス ム ーズ な 会 話 を 妨 げ る 問題 点)の 学 習

　 7)Common　 Questions

　 　 ① 質 問 内 容 の確 認 　 　 　 　　 ② 提 出 用 紙 の 配 布

　 　 ③ 前 回 分 の解 答 例(プ リン ト配 布)

　 8)Suggested　 Assignments & Topics

　 　 ① 英 文 エ ッセ イ の テ ー マ/話 題 とな る候 補 を 確 認 す る

　 9)次 回 の会 話 の聞 き取 り

　 　 ① テ キ ス トを見 な い で セ ク シ ョン毎 に 聞 く 　 ② 日本 語 に よるQ&A

　 10)宿 題 の指 示:　 Common　 Questionsの 答 え を 提 出用 紙 に ま とめ て くる

　 各 課 で取 り上 げ られ た テ ーマ は 、 日本 食 、教 育 問題 、都 会 と 田舎 、 会 社 人 間 、環 境 と開 発 な ど

で あ るが 、そ れ らの テ ーマ に 関 連 した具 体 的 な話 題 が “Suggested　 Assignments & Topics” に示

され て い る。 学 生 た ち は 、 この 中 か らエ ッセ イ ・ラ イ テ ィン グの 題 材 を1つ 選 び、 後 期 の最 終 授

業 まで に 英 文 エ ッセ イ を 完成 して提 出 す る こ とが義 務 づ け られ た 。

10.学 生 た ち の 反 応

　 後 期 の 最終 授 業 に て ア ンケ ー トを実 施 し、 「総 合 英 語I」 お よび 「総 合英 語Ⅲ 」 の授 業 を 受 け た

感 想 を 聞 い て み た。[資 料3]に 、そ の集 計 結 果 を示 した が 、 これ を 見 て わ か る よ うに 、97年 度 は

回 答者 全員 、98年 度 は93%の 学 生 が、 これ まで に 受 け た他 の英 語 の授 業 と比 較 して 、 「(とて も)

よか った」 と答 え て い る。

　 「そ れ は な ぜ です か 」 と、そ の 理 由を尋 ね て み る と、 「授 業 内容 が充 実 して い る/バ ラエ テ ィに

富 ん で い る」 「工 夫 が あ って授 業 に集 中 で き る/飽 きな い」 「実 践 的/実 用 的 だ った 」「予 習 が な く

て よい」 「高校 ま で の授 業 と違 って新 鮮 だ った 」「リス ニ ン グが で き て よか った 」「聞 き取 りの 力 が

つ いた 」な どの 意 見 が 目立 った 。代 表 的 な 意 見 や 感 想 を紹 介 して お こ う。(か っ この 中 の98は 年 度

を 示 す)



・授 業 の進 度 が一 定 で
、 目的 が は っ き り して い の る が よか った 。 ス ピー チや リス ニ ング の小 テ ス

　 トな ど も よか っ た。(98)

・授 業 の構成 が し っか り して い た し、 先 生 の 工 夫 が とて も感 じられ て集 中 で き る よい ものだ った

と思 い ます 。

・実 用 的 で面 白 い教 材 を 使 った授 業 だ った か ら
。 予 習 ・復 習 に そ れ ほ ど手 間 が か か らず 、 授 業 に

集 中 で きた か ら。

・教 材 の内 容 が お も しろか った か ら、 聞 き取 りに しろ、 問題 を や る に しろ、 楽 しか っ た。(98)

・教 科 書 中 心 の文 法 や 単 語 を つ め こ まな くて は な らな い
、 これ ま で の英 語 授 業 に 比 べ 、 音 や 映 像

を取 り入 れ て非 常 に リラ ックス して 授 業 を 受 け る こ とが で きた ので 。

・高校 の よ うな文 法 や 日本 語 訳 が 中 心 の 授 業 が大 嫌 いだ った の で、 聞 き取 りは 苦 手 だ け ど、 「全

体 と して こ うい うこと」 とい う、 い い 意 味 で大 雑 把 な 授 業 は 、英 語 に 対 して 気 楽 に なれ ま した 。

　 (98)

・全 員 が常 に 考 え な が ら進 ん で い た の で 、 常 に授 業 に 参 加 で きた か ら。 自分 の英 作 が プ リン トに

採 用 され て 嬉 しか った ので 。(98)

・音 の変 化 とい うの は今 ま で習 わ な か っ た こ とな の で、 リス ニ ング を聞 く上 で 、1つ の重 要 な こ

　とに な った と思 う。

・ラ ジオ ドラマ は 、 次 の授 業 に も出 よ う とい う気 に させ て くれ た 。

・英語 の歌 は 、 授 業 で覚 え る と、 金 曜 は1日 そ の歌 を歌 って い た。

・英 語 の歌 は な じみ の あ る歌 が 多 く、 授 業 を 楽 しむ ことが で き た 。 ビデ オ 教 材 は 、 す ご く速 く

　 しゃべ る英 語 に 徐 々に つ いて いけ る よ うにな った ので 、 た め に な っ た。

・ビデ オ は 内容 が 日本 の こ とと い うのが よか った。 身 近 に あ っ て も知 らな い こ と な どが 話 題 に

あ って、 た め に な った。

・物 語 の聞 き取 りは 、話 の 内容 が お も しろか った の で、 聞 きな が ら 「この後 ど うな る のか な?ド

キ ドキ」 とい う気 持 ち が あ っ て、 自然 に 「聞 こ う」 とい う気 が お き た し、 集 中 も で き た。 そ れ

に比 べ る と、 会 話 の 聞 き取 りの方 は、 内容 的 に は お も しろ くな か った が、 会 話 独 特 の言 い回 し

な ど勉強 で きて よか った と思 う。 英 音 の識 別 ドリル は、 今 まで に な い 問題 で、 と て も お も しろ

か った です 。(98)

・後 期 、 毎週 英 作 文 を 書 い た の は 、英 語 力 をつ け る とい う点 で は よか っ た が、 日本 の こ とを 理 解

す る うえ で も役 に 立 った。(98)

・前期 では “Enjoy　Pop　 Songs” の英 文 で も聞 き取 れ なか った りす る こ とが時 々 あ っ たが 、 後 期

に入 って ビデ オ の英 文 を 聞 くよ うに な る と、そ れ がか な りス ロー ペ ー ス に感 じられ る よ うに な

　 り、英 文 に 聞 き慣 れ た こ とを実 感 しま した。

・1年 間 で 、 自分 の ヒア リン グの 力 が ず い ぶ ん伸 び た のが わ か る し、授 業 内容 や 課 題 も面 白 く、

　 また無 理 せず こなせ た か ら。



・自分の英語力が上がっているという実感があったから。(98)

・毎回小テス トをやるのは、張 りが出てよいと思 う。

　 一方、1年 間で取 り組んだ学習内容を5つ に分けて順位をつけてもらったところ、97年 度 は、

　「英語の歌」が一番面白く、「ビデオ教材による学習」が一番難 しく、ためになったと判断 し、

98年度は、「物語の聞き取 り」が一番面白く、「英作文の宿題」が一番難しく、「スピーチ」が一番

ためになったと判断している。

　 さらに、内容別に5段 階の総合評価を行ってもらった結果から、「とてもよかった」と 「よかっ

た」の評価を与えた人数を合計 し、回答者数に対する割合を算出してみた。すると、97年 度は、

英語の歌(92.7%)、 ビデオ教材による学習(75.6%)、 ラジオ ドラマの鑑賞(68.3%)、 スピーチ

(65.9%)、 音の変化についての学習(46.3%)の 順、98年度は、物語の聞き取 り(78.9%)、 英

音の識別 ドリル(73.7%)、 スピーチ(63.2%)、 会話の聞き取 り(60.5%)、 英作文の宿題

(52.6%)の 順に高い評価を得た。

　 97年度の 「音の変化についての学習」が不評であったのは、意外であった。他の4つ の学習項

目からかな り離れて、「一番面白くなかった」(わずか、60ポ イン ト)と い うことで、相対的な判

断が働いたのであろうか。

　 これに比べると、98年 度の 「英作文の宿題」が低めの支持率となったのは、うなずける。以下

に引用 したコメントに見られるように、ためになったとは思 うものの、毎回必ず宿題に出される

し、資料を調べないと答えられないので大変だった、というのが素直な感想で、それが支持率を

下げた原因であろ う。

・英作文は自分の頭で考えて書かなければならないので、ためになったと思 う。

・英作文は毎回苦戦 したが、いかに自分が日本のことを知らないか痛感し、実際に調べることで

　知識を増やす ことができた。

・英作文は、統計の資料を探 し出すのが大変で閉口しました。

・英作文は毎回提出が しんどかった。自分で調べて英語で文章を考えるのは、きっとためになる

　と思ってはいながら、なかなかまとまった時間がとれず、つい簡単にすませてしまった。

　さて、全体としては、きわめて肯定的に受け止められた 「総合英語」の授業ではあるが、さら

に良い授業とするために、どのようなことが考えられるであろうか。学生たちの提案に耳を傾け

てみよう。(ス ピーチに関しては、6節 参照)

・90分の中でいろいろなことを詰め込みすぎているような感 じで、忙 しい授業だったので、 もう

　少 しやることをしぼった方がいいように思った。

・毎回毎回サッサ ッと過ぎてい くだけで、ただ流れ作業的に終わ っていたと思います。 もっと細



　か くリスニングのコツみたいなものも付け加えてもらいたかったです。(98)

・プ リントが多 くてた くさんたまってしまい、整理が少 し大変です。

・難 しい聞き取 りばか りでなく、たまには全部わかるようなものをやらせてほしい。いつもいつ

　もひとケタしか取れないと、とても自信がな くなる。

・聞き取 りが苦手な人へ、もう少 し救済措置を。というのは甘えでしょうか。(98)

・ラジオ ドラマの内容はよかったので、もう少し関係がつかみやすいものがよいと思 う。

・ビデオ教材の英作文はない方がいいと思う。ほとんど教科書と同 じ英文だから書 き写すだけで、

　意味がないように思った。

・英作文はなるべ く全員に添削してほしい。でも、毎回は無理だろ うから、宿題の回数を減 らす

　か、問題を減らした方がいいと思う。(98)

・英作がしっか りと添削されるわけではないので、や りっぱなしの感 じがあ り、や っても身には

　ならないと思った。(98)

・統計の数字は先に提示 しておきます。文化や言葉の説明は自分たちで調べて身になるので、い

　いと思います。(98)

・英作文で、質問に答えるより、自分の意見をもっと書 く作業の方が良いと思う。(98)

・宿題は2週 間に1回 ぐらいがいい。(98)

・ときどき文法について復習できるといいと思 う。

・ 「コミュニケーション英語」の発展版 といった、英語で話す機会があったらよいかもしれない。

　毎回、冒頭でスピーチを行ったため、1コ マの授業構成に多少無理が出たことは否めない。「ゆ

とりがない」 と感 じた学生が多 くいたであろう。学習内容をいかに絞 り込むのかが課題 となる。

そ うなると、「英語で話す機会を多 く」という希望は叶えられそ うにない。

　聞き取 りは、読む力や書 く力に比べると個人差がきわめて大きい。よく聞き取れないという学

生に対 しては、テープを貸し出すなどの個人指導が必要かもしれない。学習内容 としては、自然

なスピードで話される英語を聞き取るための基礎訓練(97年 度)と 、物語や会話の概要を聞き取

る応用練習(98年 度)と を うまく組み合わせるのがよいと考えている。

　97年度の英作文は、いわゆる和文英訳の問題で、確かに簡単なものであった。それに比べると、

98年度の英作文は、資料調べが前提とな り、かな り難 しいものとなった。今後、 日本の社会や文

化について英語で発信する必要性が増すとい うことをを考えると、このような学習が重要 となる。

しか し、添削については、それに必要 とされる時間と労力を考えると、消極的にならざるを得な

い。

11.教 養英語の完成を目指 して

　名古屋市立大学では、人文社会学部および芸術工学部が完成年度を迎えたのを機に、既存の3

学部(医 学部、薬学部、経済学部)と ともに、5学 部共通の教養教育カ リキュラムを2000(平 成



12)年 度 よ り実 施 す る運 び とな った。 芸 術 工 学 部 に お け る外 国 語 科 目の 単 位 数 削 減 な どの カ リ

キ ュ ラ ム改定 が あ った ほ か 、未 修 外 国 語 の ク ラ スを 月 曜 日の午 前 に一 斉 開 講 した り、 共 通教 養 科

目群(従 来 の人 文 科 学 、 社 会 科 学 、 自然 科 学 の 教養 科 目)を 木 曜 日の午 前 と金 曜 日の 午後 に 帯 状

で開 講 す る な ど、 思 い切 った 改 革 が進 め られ よ うと して い る。

　 人 文 社 会 学 部 で は 、 各 学 科 に お け る 専 門科 目の見 直 しが あ った も のの 、教 養 教 育 科 目の 「外 国

語(英 語)」 に 関 して は カ リキ ュラ ム上 の変 更 は な く、担 当者 の 交 替 や移 動 が予 定 され て い る だ け

で あ る。 個 人 的 に は 、2年 次 の 「総 合 英 語 」 の ク ラ スサ イ ズ を 「英 語 リフ レ ッシ ュ」 並 に して授

業 の 効 率 を 上 げ た い が 、 担 当授 業 総 数 の調 整 、 非 常 勤 講 師枠 の確 保 な ど、 そ れ に 必 要 な 条 件 を 整

備 す る に は 時 間 が か か りそ うで あ る。

　 宮 田 は 、学 部 開設 以来 、 自 らが 担 当 す る授 業 に お い て 「大 学 レベ ル に お け る望 ま し い英 語 教

育 」 を 実 現 し よ う と、 実 践 を 続 け て きた。 そ して 、そ の基 本 路 線 と実践 の経 過 ・成 果 を 、本 稿 お

よび宮 田(1998～99)に て 報 告 した。 今 後 も 「教 養 英 語 の完 成 」 を 目指 し、4年 間 にわ た る実 践

を 踏 み 台 に して 、 さ らな る努 力 を重 ね た い と思 ってい る。
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[資料1]　 各作品の概要および難易度1)

教　材 A B C D E F2) G

H

I

作品名
“D

reamtime”
“S

arah,

Plain

and　 Tall”

“Matild
a”

“When

the　 Wind

Blows”

“Karen” “Esio　 Trot” “Charles'

Useful

Bag”

“Emma& I” “Pocahontas”

作 者 Roger

Pulvers

Patricia

MacLachlan

Roald

Dahl

Raymond

Briggs

Marie

Killilea

Roald

Dahl

　 Ruth

Ainsworth

Sheila

Hocken

C.Binder,
S.Grant,
P.LaZebnik

サイズ A5判 B6判 A5判 A4判 B6判 A5判 A5判 B6判 一 　　　一 　　　一

分　量 58頁 56頁 80頁 38頁 63頁 54頁 55頁 72頁 一 一 一

発行年 1985年 1985年 1990年 1983年 1972年 1991年 1983年 1988年 1995年

出版社 ラボ教 育
セ ン タ ー

Harper

&　Row

篠崎書林 Penguin

Books

桐原書店 Penguin

Books
弓書房 松柏社 Walt　 Disney

文 の数3) 119文 114文 56文 103文 82文 60文 70文 126文 158文

総 単 語 数3) 748語 934語 964語 666語 1080語 949語 840語 1138語 819語

文の平均語数3) 6.3語 8.2語 17.2語 6.5語 13.2語 15.8語 12.0語 9.0語 5.2語

難 語 率3)4) 2.8% 3.3% 4.6% 5.3% 2.0% 2.7% 1.7% 0.6% 3.4%

学生の反応5) 61.7% 43.0% 42.2% 73.7% 48.6% 21.1% 28.6% 50.0% 35.7%

※注　1)難 易度 については、各作 品の第1回 分を分析 した。

　　　 2)こ の作 品Fの み、5回 のシ リーズで教材 を作成 した。他はすべて10回 シ リーズ。

　　　 3)金 田正也他 「語彙 分析 データベース “D4000”」に よる。

　　　 1)難語 レベル6以 上 の単語 が存在す る率 を示す。

　　　 5)作 品を読 み終 えた時点 でのアンケー トで、 「とて も難 しか った」 「難 しか った」 と答 えた学生 の割合。



　 　 　 　 　 　 　 　 [資 料2]　 配 布 プ リン ト:“Show　 &　Tell” の進 め方

[1]Show　 &　Tellと は?

・ス ピ ーチ の一 種 。

・単 に話 す だ け で な く、何 か を見 せ なが ら、 そ れ に つ い て 話 を す る。

・ 「何 か」 は
、写 真 、 ポ ス タ ー、 絵 、 お もち ゃ、 本 、 道 具 、 衣 類 な ど何 で も よい。

・な る べ く身近 な もの で
、 ク ラ ス全 体 に 見 や す い もの が よい 。

・見 せ た い もの が あ っ て
、 そ れ に つ い て の 説 明 を 考 え て も よい し、逆 に、 話 した い こ とが あ

　 って 、そ れ につ い て何 を 見 せ られ るか を 考 え て も よい 。

・ス ピー チ原 稿 を書 き
、 あ らか じめ 内容 を 暗 記 して くる。

・発 表 の際 は、 原 稿 を 読 まな い 。 顔 を 上 げ て 、 ク ラス の 人 た ち に語 りか け る よ うに す る。

・ク ラ ス全 員 に よ く聞 こえ る よ うに 、 大 きな声 で話 す 。

・見 せ る もの を 、 い つ 、 どの よ うに 提 示 す る か を考 え て お く。

[2]こ の ク ラ スで の ル ー ル

・一 人3分 以 内 で 話 し終 わ る こ と
。

・早 く終 わ った 場 合 に は 、聴 衆 か らの質 問 に英 語 で答 え る。

・ス ピ ーチ原 稿 は 、B5の レポ ー ト用 紙 に1行 お きに 書 く。

・清 書原 稿 を 、 ス ピー チ終 了 後 に提 出す る。

・1回 に つ き3人 ず つ
、5月 の連 休 明け よ り、 番 号 順 に 行 う。

[3]評 　価

・ 「総 合 英 語Ⅲ 」 の評 定 資 料 とす る
。 全 体 の25%程 度 。

・ス ピー チ の際 の、 発 音 、 暗 唱 度 、 印 象 度 、 お よび 、 提 出 され た原 稿 の量 と質 に よって 評 価

す る。



　　　　　　　 [資料3]　 　 「総合英語Ⅰ ・Ⅲ」の授業アンケー トとその結果

1.こ れまでに受けた他の英語の授業と比較 して、

　　　　　　　　　　　　　　　　　 97年度　　　　　　　 98年度

ア　とてもよかった　 　 　　 　 12名(25.5%)　 　　 6名(13.3%)

イ　よかった　 　　　　 　　　 35　 (74.5)　 　　 36(80.0)

ウ　かわらない　　　　　　　　　0　 (0.0)　 　　　 1　 (2.2)

工　悪かった　　　　　　　　　　0　 (0.0)　 　　　 2　 (4.4)

オ　ずっと悪かった　 　 　　 　　 0　 (0.0)　 　 　　 0　 (0.0)

※それはなぜですか?(本 文参照)

2.年 間を通 じて5種 類の学習に取 り組みました。面 白かった順、難 しかった順、ためになった

順に1～5の 番号をつけて下さい。(以下の順位は、1位=5点 、2位=4点 、3位=3点 、4

位=2点 、5位=1点 、 として算出した合計点による)

　　　　　 97年度　　　　　　　　　　面白かった順　難 しかった順　ためになった順

　a)音 の変化についての学習　　　　　　5(60点)　 4(122点)　 2(153点)

　b)ラ ジオ ドラマの鑑賞　　　　　　　　 2(162)　 　 2(160)　 　 5(85)

　c)ス ピーチ “Show　&　Tell”　　　　　 4(129)　 　 3(143)　 　 3(126)

　d)英 語の歌　　　　　　　　　　　　　1(192)　 　 5(60)　 　 4(119)

　e)ビ デオ教材による学習　　　　　　　3(132)　 　 1(190)　 　 1(195)

　　　　　 98年度　　　　　　　　　　面白かった順　難 しかった順　ためになった順

　a)英 音の識別 ドリル　　　　　　　　　3(132点)　 4(112点)　 4(124点)

　b)物 語の聞き取 り　　　　　　 　　　 1(175)　 　 3(126)　 　 5(116)

　 c)ス ピーチ “Show　&　Tell”　　　　　 2(148)　 　 2(142)　 　 1(142)

　d)会 話の聞き取 り　　　　　　　　　　4(124)　 　 5(109)　 　 3(130)

　 e)英 作文の宿題　　　　　　　　　　　5(67)　 　 1(158)　 　 2(131)

　また、総合評価を行い、その記号を[　 ]に 記入 して下 さい。(本文参照)

3.上 のように順位をつけ、評価 した理由を簡単に書いて下 さい。(本文参照)

4.今 後改善するとしたらどんなことが考えられますか、あなたの意見を述べて下さい。(本文参

　照)

5.そ の他、気づいたこと、言いたいことがあれば、書いて下さい。(省略)
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